読むだけで解かる社債　よく読めば必ずわかる！
	１　まず社債とは何か　・・・　発行と満期償還


社債とは借金のことです。借入金とか買掛金と同じ負債になります。会社が社債という紙を作って、それを販売します。販売することで会社はお金を手に入れることができますが、将来的にはそのお金を返さないといけません（借金だから）。会社が社債を作ってお金を募集することを「社債を発行する」と言います。たとえば社債を発行した時の問題はこんな問題です。

	期首において、償還期限5年、年利率8%（利払い年2回）、額面\20,000,000の社債を@\95で発行し、全額の払い込みを受け、払込金は当座預金とした。

	
	当座預金
	
	19,000,000
	
	
	社債
	
	19,000,000
	


「払い込みを受け」というのは「5年後に\20,000,000もらえるよ」という社債という紙を販売して買ってくれた、ということです。\20,000,000返す社債を\19,000,000で発行した、ということです。つまり、最終的に満期になる5年後に\20,000,000返します。しかしもらったお金は\19,000,000です。満期となる5年後には\1,000,000余分に支払うことになります。満期になったときの仕訳は以下のとおりです。

	償還期限5年、年利率8%（利払い年2回）、額面\20,000,000の社債を@\95で発行していたが、本日満期となったので、小切手を振り出して全額を償還した。

	
	社債
	
	20,000,000
	
	
	当座預金
	
	20,000,000
	


満期となったときにお金を支払って社債という借金を返すことを「満期償還」と言います。借金を返済したので、社債という借金は減少し（負債の減少なので借方）、額面金額の\20,000,000を支払っています。\19,000,000しかもらっていないのに\20,000,000支払うのは、簡単に言うと「5年間もお金を借りていたのだからちょっと多めに返す」ということです。利息を支払ったようなもの、と理解しておけばいいです。しかし、発行したときは社債という負債は\19,000,000と記入されている、しかし満期償還する時は\20,000,000。借方と貸方の金額が一致しません。さて、どうしたらいいのでしょうか。

	２　買入償還の最大のポイント　・・・　償却原価法


さっきの例だと額面の\20,000,000と発行価額の\19,000,000に差額\1,000,000があります。その差額を償還期限で増加させていきます。この問題だと額面と発行価額の差額\1,000,000を償還期限の5年かけて増加させます。具体的には以下のような問題になります。
	償還期限5年、年利率8%(利払い年2回)、額面\20,000,000の社債(@\95で発行)について、社債の帳簿価額を修正した。なお、額面総額と帳簿総額との差額については、均等額を決算のつど帳簿価額に加算する方法を取っている。(決算は年1回)

	
	社債利息
	
	200,000
	
	
	社債
	
	200,000
	


額面と発行価額との差額\1,000,000を5年かけて増加させるので、1年に\200,000増加させます。社債という負債が増加するので貸方が社債、増加させる分は利息として計算する決まりなので、借方は社債利息となります。この仕訳が決算のたびに行われて、5年間、つまり5回仕訳が行われたら、社債が合計で\200,000×5回増加し、\20,000,000となり、返すときに同じ金額になる、という訳です。
	３　簡単な買入償還の問題


買入償還とは、満期になる前に途中で社債という借金を返すことです。さっきの例だと、満期の5年たつ前に、つまり2年目や3年目に社債という借金を返すことを買入償還と言います。一番簡単な買入償還の問題は次の問題です。

	帳簿価額\19,600,000の社債を\19,500,000で買入償還し、小切手で支払った。

	
	社債


	
	19,600,000


	
	
	当座預金

社債償還益
	
	19,500,000

100,000
	


買入償還のときは、社債という借金を返すのですから満期償還の時と同じく社債は借方になります（負債の減少）。そしてお金を支払って社債という借金を返すので、当座預金や現金が減少します。そして差額が社債償還益か社債償還損です。この問題は一番簡単な問題で、検定で出る問題は、この帳簿価額と社債を買い戻した金額が両方とも自分で計算しないといけないのです。
	４　実際の買入償還の問題


実際の検定で出てくるような問題を見てみましょう。
	次の条件で発行した社債のうち、額面\20,000,000を発行後4年目の初頭に@\97.50で買入償還し、小切手を振り出して支払った。ただし、社債は償却原価法(定額法)によって評価している。


発　行　条　件
額面総額　\80,000,000
払込金額　@\95





償還期限　5年

利　　率　年3%

	
	社債


	
	19,600,000


	
	
	当座預金

社債償還益
	
	19,500,000

100,000
	


満期償還でも買入償還でも、いずれにせよ社債という借金（負債）を返すので、負債の減少で貸方に社債がきます。しかし、問題文には答えに出てくるような\19,600,000も\19,500,000もでてきません。その計算の仕方が買入償還の最大の難点なんです。

まず、当座預金の減少分\19,500,000をどうやって計算するかというと、、、。額面金額に買い戻した金額をかけて計算します。\20,000,000×@\97.50です。これは比較的簡単です。次の\19,600,000が難しいのです。「\20,000,000を買入償還した、と書いてあるんだから\20,000,000じゃないの？」と思いますがそうではありません。

ここで思い出して欲しいのは、さっき書いてあった償却原価法というものです。つまり問題文の社債は\80,000,000の額面を@\95で発行しました。しかし、問題は額面\20,000,000しか買入償還していないので、\80,000,000ではなく、\20,000,000だけで考えます。残りの\60,000,000は無視します。これもポイントです。

\20,000,000だけで考えると、発行したときは@\95なので、\20,000,000×@\95＝\19,000,000です。つまり発行した時の仕訳は、
	
	当座預金
	
	19,000,000
	
	
	社債
	
	19,000,000
	


となっていたのです。そしてさっき説明したように、額面との差額（\20,000,000－\19,000,000）は償還期限5年で増加させていきます。差額は\1,000,000、5年かけて増加させるので5で割って1年\200,000増加させる。
　ここまで理解できれば完璧です。つまり、この買入償還したときは問題文から「発行後4年目の初頭」です。つまり4年目の初頭、ということは1年で増加させる\200,000が3回増加しています。\200,000×3回＝\600,000です。発行したときは\19,000,000で、\600,000増加したのだから、4年目初頭のときの社債の帳簿価額は\19,600,000ということになります。これが答えの金額です。
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